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　　長　 尾 　知　 幸
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でも少しずつではあるがその成果が見られたということもあり、今回も守備に重点をおいたコンセプトで
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ゲームに臨むため以下のことをゲーム前に伝えた。

得点：

失点：

得点：

失点：２０分、２３分

・相手の裏を狙う動き（相手との駆け引き）

～守備～
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　Ｕ‐１４トレセンでは、主に「守備」を中心としたトレーニングを行ってきた。前回の道東トレセンマッチ
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３３３３．．．．結果報告結果報告結果報告結果報告

２９２９２９２９日日日日（（（（土土土土））））

なお、基本的にはポジションを固定し、試合時間は、３０分ゲーム、２０分ハーフなど変則的に行われた。

・組織として…中央を閉めて、ボールをサイドや後方に追い出して奪うこと（２nd,３rdＤＦの関わり）

・攻撃の優先順位を考えた判断のあるプレー

・個として……正しいポジションをとる、守備の優先順位を考えたアプローチ（インター セプトを狙う）、

～攻撃～
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③　vs　十勝中部ＴＣ（３０分）

※（　　　　）内選手は交代出場

②　vs　十勝東部ＴＣ（３０分）

得点：２９分

失点：３分、５分、１３分

①　vs　十勝南部ＴＣ（３０分）
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していった。より高いポジションをとることで、ボールの奪い所（サイド）も明確化され積極的にボールを

ボールを失うことが多かった。ビルドアップでは前線の選手まで観ることができなかったり、パスの質、特に

しかし、守備ではインターセプトが狙えなかったときのアプローチの判断や逆サイドの選手のポジションが

ゲーム終了後と開始前のミーティングで確認することでトップやボランチにボールが収まるようになり、

得点：２分、２９分

※（　　　　）内選手は交代出場

選手も手応えを感じられるような内容になっていった。

パススピードが遅く簡単にボールを奪われていた。ボランチ経由での逆サイドへの展開なども少なかった。

さらにはサポートの質も高まり厚みのある攻撃が見られるようになっていった。ゲームが進むにつれて、

　ウォーミングアップでの守備への働きかけが不足していたせいもあり、１stＤＦの寄せがあまかったり、

マークの距離が遠く相手を自由にプレーさせるなど守備の課題が多かった。１stＤＦの緩さからチームの

守備が崩れたり、ボールウォッチャーやマークを曖昧にすることで簡単に裏をとられピンチを招く場面も

悪くピンチを招く場面が何度かあったが、粘り強く対応できるように修正されてからはチームの守備も安定

①　vs　十勝北部ＴＣ（２０分×３）

得点：３７分

失点：８分、１５分、４０分、６０分

　前日と同じゲームコンセプトで臨んだが、引き続きよい流れを維持しながらの内容だったように思える。

３０３０３０３０日日日日（（（（日日日日））））

多かった。失点はバイタルエリアでのアプローチのコースのずれや距離が遠いためであった。ゲーム中に

　攻撃では全体的にポジションをとるのが遅く（悪く）、選択肢が少ないボールホルダーが孤立していまい

失点：２０分、３２分

奪いに行く姿勢が見られ組織としての守備も浸透しているように思える。

　攻撃ではビルドアップでの判断や（ピッチコンディション不良での）コントロールミスからのピンチ、失点が

あった。ボールホルダーが遠くまで観る、トップ（受け手）がアクションを起こし、パスと同時にいい距離での

サポートが入るという厚みのある攻撃も前日以上にコンスタントに発揮されていた。

自分達でコミュニケーションをとりマークやカバーなどを確認することで徐々に改善されていた。

②　vs　北見ＴＣ（２０分×２）
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になるが、課題を克服し向上を目指してほしい。

ゲームの内容が大きく変わることがあることを感じた２日間でだった。

向上が必要となる。組織を向上させるためには、一人ひとりの責任あるプレーが必須である。

プレーの質が向上する。指示なしでも自分達でコミュニケーションをとりながらプレーできることがベスト。

必要なことが１つでも欠けていればうまくいかないことが多い（例えば、判断はよいがパスが弱いetc）。

　ゲームに入るまでの指導者の関わり方（ウォーニングアップや普段のトレーニングなど）、伝え方次第で

基本的な部分を理解していることはプレーで発揮されているので、今後はより細かい部分の修正、質の

　攻守共にＯＮの局面では比較的よいプレーができていた。ＯＦＦでの準備がよりよくなることで全体的な

の工夫。

　パスの質（特にパススピード）、サポートの質（距離）、ボールの置き所（観る・判断）など基本的な技術を

常に意識すること。広いサイドからの攻撃（ボランチを経由してのサイドチェンジ）。ＧＫからのビルドアップ

（指示されることで）ポジショニング、サポートの質が向上（徐々に指示なしでも）していった。

ゲームが進むにつれて攻撃の連動性、厚みのある攻撃が見られるようになった。

～～～～攻撃攻撃攻撃攻撃～～～～

（ＯＦＦの局面での）基本的なマークの三原則、１stＤＦのアプローチの判断ミス（インターセプトが無理

　１stＤＦの積極的なアプローチ、粘り強さ（ＯＮの局面）、２nd、３rdＤＦの狙いが整っている局面（３対３

程度）では効果的な守備ができていた。高い位置でのボール奪取では得点につながることがあった。

な場合）からチームの守備が崩れることがあった。逆サイドの選手のポジショニングなど４対４以上の局面

～～～～守備守備守備守備～～～～

４４４４．．．．成果成果成果成果とととと課題課題課題課題

普段のトレーニングから、ゲーム前のウォーニングアップから意識してプレーしなければならない。

になると対応しきれないことがあった。

文責：釧路トレセンＵ－１４スタッフ　菊地　　勲（白糠中）　

　普段のトレーニングで積み重ねたことは十分に発揮されていたと思うので、今後はドームでのトレーニング
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